
　建築学科のカリキュラムは、 学術体系から選び抜
かれた「エッセンス」を理解してもらう「講義群」と、 
これらを体得する「演習群」の2つから構成されてい
ます。 これは、得た知識を実践することで、効率よく
理解されることを目指しているからです。
　また、いくつかの演習が分野を超えてジョイントする
指導体制になっています。例えば、３年生S1学期の材料
演習で各自が作った建築材料を3年生A1学期の構造演
習で破壊試験することで複合的な理解が促されます
し、デザインの教員とエンジニアリングの教員による海
外を敷地とした合同設計製図なども開催されます。そ
して、カリキュラムの総仕上げである卒業論文・卒業制
作においては、設計製図の制作物にこだわることなく、
各自の知的興味に応じて研究・制作することを推奨し、
自作の研究用実験装置や大規模自然災害に対応する新
しい住宅制度の提案など、学生の自主性と独自性を十
分に発揮できる評価体制をとっています。こうして、建
築学の学術体系をもとに専門的知識と問題解決能力を
あわせもつ総合的な人材育成を目指しています。

　建築学科を卒業した学生の多くは大学院に進学しますが、4年生を卒業するまでのカリキュラムによって、他
の学科にはない極めて柔軟な思考力と問題解決能力が備わってきます。このため、近年の就職先は建築業界に
とどまらず極めて多様化しています。建築設計事務所、建設会社、官公庁だけではなく、構造設計、設備設計、
都市計画行政、広告代理店、損害保険、投資銀行、コンサル、IT企業、国際事業など非常に広範囲になってきて
います。こうした分野に就職しても、建築学科で学んだ幅広い知識や思考力が役立つと答える卒業生が多く、
柔軟な知識が様々な分野で役立てられているようで
す。また、国際的な視点でみると、建築産業は最も巨
大な市場の一つであるため、国内の建築系企業が海
外に進出しようとする気運が加速度的に高まっていま
す。特に、災害対策技術・設備・材料・デザインといった
輸出品目を中心に、人材育成と国際化に投資しようと
する気運が高まっていますので、建築業界への可能性
は国際的な視点へと大きく広がっています。

３年  Ｓ1

　建築学科の時間割は、講義と演習がバランスよく
配置されており、建築分野で求められる知識を基礎
から実践まで総合的に学ことができるとともに、各
自の興味に従って選択科目を選ぶことで得意分野
を伸ばすことが可能です。
　また要求科目を選択することで、一級建築士の受
験資格を得ることが可能です。

エネマネハウス2014
学んだ建築学を活かし５大学中で最優秀を受賞

卒業生・修了生の進路（2014～2016年度卒業・修了生）
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４ 建築生産
マネジメント概論 建築材料

演習 造形第三
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５ 建築法規
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